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2015年３月18日 

各 位 

会 社 名  株式会社ワイヤレスゲート 

(コード9419：マザーズ) 

住所 東京都品川区東品川2-2-20 

天王洲郵船ビル５階 

                   代表者 代 表 取 締 役 Ｃ Ｅ Ｏ  池田 武弘 

問合先  取 締 役 Ｉ Ｒ 本 部 長  須永 直樹 

  (TEL.03-6433-2045) 

 

 

株式会社バディネットとの業務協力に関するお知らせ  
 

 

ワイヤレス・ブロードバンドサービスを提供する株式会社ワイヤレスゲート（本社：東京都 

品川区 代表取締役 CEO：池田 武弘 以下「ワイヤレスゲート」）は、本日開催の取締役会に

おいて Wi-Fi 環境の構築・保守で実績のある株式会社バディネット（本社：東京都中央区 代

表取締役社長：堀 礼一郎 以下：バディネット）と業務協力を行うことを決定いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業務協力の目的 

  ワイヤレスゲートは、平成 16 年１月の設立以来ワイヤレス・ブロードバンドサービスを提供

しておりますが、今後さらに日本の Wi-Fi インフラを充実させることで、より付加価値の高い

通信サービスの提供を行って参ります。 

  一方、バディネットは、これまでに多くの通信インフラの構築やオンサイト保守の実績を持

ち、特に Wi-Fi スポットにおいては、これまで全国で約 60,000 箇所にのぼるエリアを構築し、

全国に約 15,000箇所の Wi-Fiスポットの保守体制を有しております。 

今後、両社にて構築していく Wi-Fi インフラにおいて、お互いのもつ様々なノウハウを活用

することで、より品質の高い Wi-Fi 通信環境と付加価値を提供し、企業価値を増大していくこ

とが本取組みの目的となります。 

 

２．業務協力の内容 

バディネットが持つ Wi-Fiインフラの構築体制とノウハウを活用し、今後ワイヤレスゲー 

トが提供するロケーションコマース・ソリューションの拡大を目指します。同ソリューション

は、株式会社Ａｎｄｅｃｏ（アンデコ）と共同して展開を進めてまいります。 

また、今後ワイヤレスゲートが観光地や商業施設などに構築する Wi-Fiインフラにおいて、 
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豊富な通信インフラの整備・保守の実績で培ったバディネットの様々なノウハウを活用するこ

とで、より快適な Wi-Fi 環境の提供を実現して参ります。 

 

※「ロケーションコマース・ソリューション」については、本日発表の「株式会社Ａｎｄｅｃ

ｏとの業務・資本提携に関する基本合意書締結に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

３．業務協力の相手先の概要 

（１）名称 株式会社バディネット 

（２）所在地 東京都中央区銀座七丁目 15 番４号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 堀 礼一郎 

（４）事業内容 電気通信工事業、ビジネスコンサルティング業 

（５）資本金 10 百万円 

（６）設立年月日 平成 24 年２月２日 

（７）大株主及び持株比率 株式会社アドテック 71.41％  

（平成 27 年１月 30 日現在） 堀 礼一郎 18.91％  

 古賀 広幸 9.67％  

（８）上場会社と当該会社 

との間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 24 年 12 月期 平成 25 年 12 月期 平成 26 年 12 月期 

純資産 9 百万円  16 百万円  73 百万円  

総資産 16 百万円  80 百万円  160 百万円  

１株当たり純資産 10,349 円  18,182 円  79,944 円  

売上高 71 百万円  268 百万円  574 百万円  

営業利益 0.5 百万円  10 百万円  92 百万円  

経常利益 0.5 百万円  10 百万円  92 百万円  

当期純利益 0.3 百万円  7 百万円  55 百万円  

１株当たり当期純利益 349.20 円  7,833.10 円  59,983 円  

１株当たり配当金 0 円  0 円  0 円  

 

※なお、同社は平成 27 年３月 31日付で株式会社アドテックの完全子会社となる見込みです。 

 

４．日 程 

取締役会決議日 平成 27年３月 18日 

開始予定日 平成 27年３月 18日以降 
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５．今後の見通し 

  平成 27 年 12 月期の業績に与える影響は現時点では軽微でありますが、中長期的に当社の業

績の向上に資するものと考えております。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 27年２月 12日公表分）及び前期連結実績 

 連結 

売上高 

連結 

営業利益 

連結 

経常利益 

連結 

当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 27 年 12 月期） 
12,472百万円 1,350百万円 1,348百万円 856百万円 

前期連結実績 

（平成 26 年 12 月期） 
9,105百万円 794百万円 789百万円 499百万円 

 

以 上 


